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はじめに
平成22年,新潟薄か学校児童の- 丸 平 均 永 久 歯 う 歯
散は().27本まで減少した.新 潟 県 に お い て も 12歳把の
I)＼HJTは11牛連続. 丹 lIl -に 少 な い . 反 面 ,廿日転=1L所
見打率はlT.LIO｡で,I)蝕 所 存 打率 の1Ll.[-1%よりも[■:.lA1-､現
状を示している.そのデ ー タは学校苗杵健診時の触診
に拭-づくものであ I.).tLl:1-肉 o)某 態はあまL'‖f)川侶こされ
ていない, 我考は,亦学 校 児 童 の歯肉の健康状態をみ
ることを目的にニミf巨牛を対 象 に =腔内'/i:i.I!調川三および
プロービングを行い.現 状 を j■ui据すると同時工学柁前
科健診の結果と比較した.
対象および方法
新潟市立某か学校 3年盤66名を対象に,平成23年 6
)上 I･_卜凱前出部再Ll'Il'U)l川畑勺Jlj'･1-i.jlL描三およびブロー
ビング,jr美施した.=腔囚写真からは苗肉に炎症し発赤･
腫脹1が認められたl:I.'･liT;,二の判定を行い.プロービング
では射ti-'rLAL･の苗Ji-.l,ii-･ケット伯を測定 し.狛t.i:['廿の最人
情を個人の回定植として在所虹伏態を調べた.
結果 および考察
1.井目J':JIJ-1il目上の現状
写寅判産による歯肉宥所兇者は76%と多かったがチ
学校困科健診では要親祭の首が9.:ミl'日で.写真判定とu)
ljL所見部位敗は図 1に示す通L).二日制立の音が1)lot,ど
また.部位別にみると 卜制では申切菌南関乳頭
ト11･311が3二言.1日Oと最も多く.左[川Ijftu切甚摘1■聞乳頭
ト12･321が各Jl)1.(ioL,と続いた.また. 卜制はLl切苗圃
問乳頭 111･211の(～.80.,のみであ-)た. 卜制が93.12日Oを
lT-めたのは.小ノ芋牛にと-)て 卜LI貰J;IilFr両ま卜仲 J:.が強い
ことからブラ､ノシンダテクこ､ソクが難しく,プラーク
リT
図1.上下顎前歯部 唇 面 の 一 人 当 り歯 肉 有 所 見 部 位 数
図2.上下顎前歯部唇面 の 部 位 別 歯 肉 有 所見率
除工率が低いためと想われる.
1).プロービング情の分布L
プロービング情はiZmnlが最 も多くTL){'日, 11Tlnlが
17日.,. 31Ⅲ1がllOUの結果で, 1)1111以 卜が仝休の裡)oo
を古め.比較的健根であ･-)たが.この~fl･'-齢の1)･こil川l
は戊人と比較し深 く感じられる.
まとめ
47%を占めた.また,什所兄部位は 卜']lZflIが93.200と多く,
ブラ､ソシンブ効果を高める指導が,T.:)堤である.
